
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

公
営
事
業
会
計
を
含
む
地
方

公
共
団
体
の
全
会
計
を
対
象
と

し
た
実
質
赤
字
額
ま
た
は
資
金

の
不
足
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　

公
債
費
と
準
元
利
償
還
金
（
公

営
企
業
へ
の
繰
出
金
の
う
ち
元

利
償
還
金
へ
充
て
ら
れ
た
も
の

な
ど
）
と
の
合
算
か
ら
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
る
公
債
費
分

な
ど
を
差
し
引
い
た
値
の
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
で
、
過
去

３
カ
年
の
平
均
で
表
し
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

　

普
通
会
計
の
市
債
残
高
に
加

え
て
将
来
に
わ
た
る
公
営
企
業

や
一
部
事
務
組
合
、
債
務
負
担

行
為
の
元
金
償
還
に
相
当
す
る

負
担
見
込
額
、
退
職
手
当
の
支

給
予
定
額
、
外
郭
団
体
の
債
務

負
担
見
込
額
な
ど
将
来
負
担
す

べ
き
実
質
的
な
負
債
を
表
す
指

標
で
す
。

財
政
健
全
化
法

　

全
て
の
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
、
財
政
の
健
全
性
に
関
す

る
比
率
を
算
定
し
、
議
会
へ
の

報
告
お
よ
び
公
表
を
義
務
付
け
、

健
全
化
判
断
比
率
以
上
の
場
合

に
財
政
の
早
期
健
全
化
（
財
政

健
全
化
団
体
）
や
財
政
の
再
生

（
財
政
再
生
団
体
）、
公
営
企
業

の
経
営
の
健
全
化
（
経
営
健
全

化
団
体
）
を
図
る
た
め
の
計
画

を
策
定
す
る
制
度
で
す
。
計
画

の
実
施
を
促
進
す
る
た
め
、
行

財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

で
財
政
の
健
全
化
を
進
め
ま
す
。

財
政
調
整
基
金

　

予
期
し
な
い
収
入
減
少
や
支

出
増
加
に
よ
る
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
基
金
で

す
。
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
取

り
崩
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積

み
立
て
て
お
き
ま
す
。

特
定
目
的
基
金

　

目
的
に
沿
っ
て
積
み
立
て
、

運
用
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

本
市
で
は
合
併
特
例
債
を
活
用

し
、
合
併
後
の
地
域
振
興
な
ど

に
役
立
て
る
た
め
に
ま
ち
づ
く

り
振
興
基
金
を
積
み
立
て
て
い

ま
す
。

減
債
基
金

　

市
債
の
償
還
（
返
済
）
を
年

度
を
越
え
て
計
画
的
に
行
う
た

め
に
設
け
ら
れ
る
基
金
で
す
。

　

自
殺
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
活

動
を
行
い
ま
す
。

図
書
館
等
図
書
充
実
事
業　

１
、７
０
０
万
円

　

図
書
館
お
よ
び
公
民
館
図
書
室
の
図
書
蔵

書
冊
数
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
設
備
等
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

１
、２
６
５
万
円

　

ホ
ー
ル
の
舞
台
照
明
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

情
報
機
器
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
組
状
況

　　

昨
年
10
月
に
策
定
し
た
中
期
財
政
試
算
で

は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
沿
っ
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
安
定
し
た
自
立

性
の
高
い
健
全
な
財
政
運
営
基
盤
の
確
立
を

目
指
し
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
23
年
度
の
予
算
編
成
に

お
い
て
も
人
件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
や
内

部
管
理
の
見
直
し
に
よ
り
経
常
的
経
費
の
削

減
を
行
い
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
や
施
設

利
用
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
収
入
の
確
保
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

基
金
お
よ
び
市
債
残
高
の
状
況

　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
た
も
の
の
、
財
源
不
足

が
約
２
億
９
０
０
万
円
と
な
っ
た
た
め
、
こ

２
億
６
、５
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
合
併

後
初
め
て
減
少
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

の
財
源
不
足
に
つ
い
て
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
編
成
後
の
財
政
調
整
基
金

は
、
年
度
末
で
の
積
み
立
て
な
ど
に
よ
り
約

20
億
５
、７
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
、
合

併
後
初
め
て
20
億
円
を
超
え
る
残
高
と
な
り
ま

す
。
普
通
会
計
の
市
債
残
高
見
込
額
は
、
前
年

度
末
と
比
べ
て
約
５
億
１
、４
０
０
万
円
減
少

し
、
約
１
６
４
億
８
、５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、財
政
運
営
適
正
化
計
画
に
沿
っ

た
市
債
発
行
額
の
抑
制
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
下
水
道
事
業
は
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、
処
理
場
整
備
後
の
事
業
計

画
を
見
直
し
、
事
業
費
の
平
準
化
な
ど
に
よ

り
市
債
借
入
額
を
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
市

全
体
の
市
債
残
高
は
前
年
度
末
と
比
べ
て
約

活
力
あ
る
産
業
と

魅
力
あ
る
観
光
都
市
の
創
出

　

農
林
業
に
や
り
が
い
を
見
出
す
ま
ち
、
水

産
業
に
活
力
が
生
ま
れ
る
ま
ち
、
工
業
が
進

出
し
や
す
く
経
営
が
安
定
す
る
ま
ち
、
に
ぎ

わ
い
と
活
気
の
あ
る
観
光
の
ま
ち
な
ど
の
実

現
を
図
り
ま
す
。

農
業
用
施
設
整
備
事
業　

  
４
、６
４
６
万
円

　

老
朽
化
し
た
前
島
海
底
送
水
管
の
改
修
、

農
道
改
良
や
水
路
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
等
対
策
事
業　
　

１
２
９
万
円

平
成
22
年
度
２
月
補
正
予
算
対
応
事
業

　

平
成
22
年
度
の
国
の
補
正
予
算（
第
１
号
）

に
盛
り
込
ま
れ
た
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く

り
交
付
金
や
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
・

雇
用
情
勢
を
踏
ま
え
て
創
設
さ
れ
た
地
域
活

性
化
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
平
成
23
年
度

以
降
に
計
画
し
て
い
た
事
業
を
前
倒
し
す
る

な
ど
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
整
備
、
図
書
の
充
実
な
ど
を
平
成
23

年
度
の
予
算
へ
繰
り
越
し
て
実
施
し
ま
す
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学
校
教
育
施
設
耐
震
化
整
備
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

２
億
５
、２
７
０
万
円

　

平
成
23
年
度
で
計
画
し
て
い
た
耐
震
性
の

低
い
邑
久
小
学
校
校
舎
な
ど
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事
業　

６
、３
３
３
万
円

　

市
が
管
理
す
る
20
Ｗ
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
に
更
新
し
ま
す
。

市
道
改
良
舗
装
事
業　
　

  

３
、５
５
０
万
円

　

市
道
段
口
天
場
線
の
ほ
か
、
生
活
道
路
な

ど
市
道
の
改
良
や
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。

海
水
浴
場
公
衆
ト
イ
レ
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　

２
、２
８
２
万
円

　

牛
窓
海
水
浴
場
の
公
衆
ト
イ
レ
の
水
洗
化

お
よ
び
洋
式
化
の
改
修
を
行
い
ま
す
。

教
育
施
設
改
修
事
業　
　
　
　

８
２
９
万
円

　

美
和
小
学
校
校
舎
屋
上
な
ど
の
防
水
改
修

を
行
い
ま
す
。

自
殺
対
策
普
及
啓
発
事
業　
　

１
１
７
万
円

　

放
牧
適
正
牛
の
導
入
な
ど
に
よ
り
耕
作
放

棄
地
の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

有
害
鳥
獣
等
駆
除
・
外
来
生
物
防
除
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
５
万
円

　

有
害
鳥
獣
な
ど
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
駆
除
や
防
除
に
取
り
組
み
ま
す
。

漁
港
施
設
整
備
事
業　
　

  

２
、４
７
７
万
円

　

県
管
理
の
虫
明
漁
港
を
は
じ
め
漁
港
や
漁

場
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　
　

３
２
９
万
円

　

豆
田
工
業
団
地
の
未
誘
致
地
区
な
ど
企
業

誘
致
に
向
け
た
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が
協
働
で
進
め
る

自
主
自
立
し
た
都
市
の
実
現

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
市
役
所
が
あ
る

ま
ち
、
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
あ
い
助
け
あ

う
ま
ち
な
ど
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

個
別
外
部
監
査
事
業　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
専
門
的

知
識
を
有
す
る
外
部
監
査
人
に
よ
る
監
査
を

実
施
し
ま
す
。

広
報
発
行
事
業　
　
　
　

  

１
、１
１
２
万
円

　
「
広
報
せ
と
う
ち
」
を
発
行
し
毎
月
全
戸

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
市
勢
要
覧
の
作
成

を
行
い
ま
す
。

集
会
所
整
備
助
成
等
事
業　
　

３
０
３
万
円

　

自
治
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
地
域
の
集

会
所
の
整
備
へ
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

①耐震補強工事が進む邑久小学校校舎／②改修が予定
されている牛窓海水浴場のトイレ／③有害鳥獣駆除班
により捕獲されたヌートリア

区分 効果額 主なもの

人件費の抑制 9.8
特別職の給料カット継続（市長
25％・副市長 20％・教育長 17
％・病院事業管理者 12％）

事務事業およ
び内部管理の
見直し

150.8

　・各種計画策定業務の見直し
　・事務用品の一括管理、ペー
　パーレス化による削減
　・心身障害者等福祉年金の廃止

収入の確保 28.7
　　・各種証明手数料の見直し
　・応援寄附金

計 189.3

財政健全化に向けた取組状況
（経常的経費の削減などの効果）

※普通会計ベース（特別会計および事業会計に係るものは普通会計からの繰出額）

基金残高の状況（普通会計） 市債残高の推移（普通会計）

②

①

③

単位：百万円
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